








 

 (1)SFD 児の発生原因別にみた子宮底長曲線パターンの解析 

 研究目的:SFD 児発生を予測するための一手段として子宮底長曲線について

retrospective に検策し,SFD 児の成因別に特異的な曲線パターンが存在するか

否かを検討する。 

 研究方法:1967 年より 1976 年までの 10 年間にわたって九大産科にて満期産

SFD 児を分娩した妊産婦 290 例(単胎のみ)と,1966 年および 67 年に沖縄地方に

流行した風疹罹患妊婦よりの満期産 SFD 児(単体)12 例について、妊娠中の子宮

底長曲線を N{正常},SN(亜正常または正常下限),S1(妊娠 36 週以降に横ばいで

SFD レベルになるもの),S2(妊娠 32～36 週にて横ばいで SFD レベルになるも

の)S3(妊娠32週以前よリSFDレベルになり,以後横ばいか,ゆるい上昇をするも

の),S4(妊娠初期より明らかに SFD レベルのまゝ正常域と平行して上昇するも

の)の 6パターンに分類した。 


